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1 はじめに
近年，オリンピックを控えガソリンをはじめとする不
審物検出の需要が高まっている．不審物は鞄などの所持
物に隠されていることが多いが，ガソリンや爆弾など重
い物が多いため，所持物の重さは不審物検出の重要な手
がかりである．従来の主な所持物認識法 [1]は，監視カ
メラ映像から所持物自体を検出することを目的としてい
る．そのため，人混みなどでは，所持物が他の人物など
により遮蔽され，認識が難しい場合がある．一方で，所
持物やその重さが変わると，それを所持する人の歩き方
が変化する．本発表ではこのことに着目し，人の歩き方
の特徴をもとに，所持物・重さ認識手法を検討する．

2 提案手法
人物の歩き方から認識を行う場合，歩行の周期性に着
目し，歩行 1周期分の系列から特徴抽出することが一般
的である．しかし，i)歩行 1周期はそれぞれ長さが異な
るため，直接の比較が困難である．また，歩き方の特徴
は人物の骨格座標から取得できるが，ii)座標値のみでは
各関節の隣接関係の情報がなく，表現に不十分である．
これに対し，本研究では，i)歩行 1周期分の系列から
フレームをランダムに選択し，固定長部分系列を複数作
成する．また，ii)人物骨格を時間的・空間的に接続した
グラフを用いた Graph Convolutionにより各部分系列
を分類し，多数決をとることで高精度な所持物・重さ認
識を実現する．なお，歩行周期は左足が前にあり，足の
開きが最大となるところを基準にして切り出す．
学習段階では，RTW [2]に基づき，人物骨格の歩行 1

周期分の系列から複数の固定長部分系列をランダムに選
択し，元の系列と同じ正解ラベルを付与する．次に各固
定長部分系列を用いて，ST-GCN [3]に基づく所持物・
重さ認識器を学習する．このとき，ネットワークの出力
層は所持物の種類・重さを表すクラスに対応させる．
認識段階では，入力の歩行 1周期分の系列から複数の
固定長部分系列を選択し，それぞれを学習済みの所持物・
重さ認識器に入力する．出力の多数決を行い，最も数の
多い識別結果の所持物・重さを出力する．（図 1）

3 実験
所持物のみの認識と，所持物・重さの認識の 2 つを
評価した．認識対象は手ぶら，手提げかばん，肩さげ
かばん，リュックサックとし，各所持物の重さは内容
量で 0 kg， 10 kg， 20 kg とした．被験者は 9 人で，

表 1 認識結果

所持物のみ 所持物と重さ

DTW 76.9% 49.5%

ST-GCN 85.4% 54.4%

ST-GCN+RTW(提案) 87.2% 67.3%
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図 1 提案手法の処理手順

Leave–one–person–outをした．歩行はMicrosoft Azure

Kinect 1を用いて撮影し，32関節の 3次元座標値を取得
した．認識結果を表 1に示す．所持物の認識は高精度な
ことから，提案手法の有効性が確認できた．しかし，重
さも含めた認識は依然低精度なため，認識器の改良が必
要である．

4 むすび
RTWの考え方と ST-GCNを統合し，人物の歩き方
の特徴に着目した所持物・重さ認識を検討した．今後は
同一所持物での重さ認識，入退室時の姿勢差分を用いた
重さ変化検知など詳細な分析をする予定である.
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